
（1）

め
ら
れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と

果
敢
に
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
図
書
館
に
取
り

込
み
、
情
報
格
差
を
埋
め
る
機
能
を
備
え

る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　
時
代
に
合
致
し
た
機
能
を
備
え
、
住
民

の
生
活
に
役
に
立
つ
図
書
館
で
あ
り
続
け

る
た
め
に
は
、
人
の
育
成
も
重
要
で
す
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
生
活
の
中
に
情
報
は

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
少
な
い
よ
り
は
い
い

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
気
を
つ
け
て
い

な
い
と
大
切
な
生
活
情
報
を
見
逃
し
、
聞

き
逃
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
情
報
・

資
料
取
得
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
︵
場
合
に
よ
っ
て
は
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
も
︶
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
人
が
し
ま

す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
は
、
痒
い
と
こ
ろ

に
手
が
と
ど
か
な
い
。
図
書
館
員
と
い
う

人
が
、
人
力
が
今
ま
で
以
上
に
必
要
な
の

で
す
。

　
さ
て
、
あ
れ
こ
れ
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

多
様
な
資
料
へ
の
対
応
、
底
な
し
沼
の
よ

う
な
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
、
図
書
館
員

の
専
門
性
の
向
上
。
ど
れ
も
こ
れ
も
簡
単

に
片
付
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ

で
四
十
九
館
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
思
い
出

し
て
く
だ
さ
い
。
今
こ
そ
﹁
京
図
連
協
の

総
合
力
﹂
で
各
図
書
館
の
課
題
解
決
を
図

る
時
な
の
で
す
。
京
図
連
協
の
あ
ら
た
な

存
在
意
義
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
﹁
京
図
連
協
三
．
〇
﹂
に
進
化
す
る
た

め
に
皆
さ
ん
の
力
を
お
借
り
し
ま
す
。

　
一
九
七
六
年
、
加
盟
館
二
十
二
館
か

ら
始
ま
っ
た
京
図
連
協
も
現
況
は
加
盟
館

四
十
九
館
、
年
間
資
料
購
入
予
算
五
億
千
万

円
を
超
え
、
蔵
書
冊
数
は
六
百
二
十
万
冊

を
し
の
ぐ
に
い
た
り
ま
し
た
。
こ
の
数
字

を
ど
う
み
る
か
。
図
書
館
機
能
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
と
し
て
考
え
て
み
る
。

　
今
日
、
住
民
の
情
報
・
資
料
要
求
に
対

し
て
、
単
館
で
十
全
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
る
図
書
館
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
ほ
ど

ま
で
に
図
書
館
機
能
に
対
し
て
の
要
求
は

多
様
で
、
期
待
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
町
に
た
だ
あ
る
だ
け
の
図
書
館
か

ら
、
社
会
基
盤
と
し
て
役
に
立
っ
て
い
る

か
ど
う
か
、
税
金
投
入
の
効
果
を
上
げ
て

い
る
か
ど
う
か
問
わ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
急
に
そ
れ
を
求
め

ら
れ
始
め
た
の
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
図
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書
館
機
能
と
し
て
備
え
ら
れ
て
い
た
も
の

が
、
徐
々
に
世
の
中
の
仕
組
み
や
事
情
の

変
化
と
共
に
顕
在
化
し
た
に
す
ぎ
な
い
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
対
応
し
ま
し
た
。
ま
ず

総
合
目
録
の
作
成
、
そ
れ
を
基
に
し
た
資

料
の
相
互
利
用
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
や
が

て
物
流
問
題
の
ひ
と
つ
の
解
決
策
と
し
て

自
治
体
を
越
え
た
広
域
個
人
利
用
へ
と
進

む
で
し
ょ
う
。

　
更
に
分
担
収
集
・
分
担
保
存
や
地
域
郷

土
の
情
報
・
資
料
の
責
任
収
集
・
保
存
も

課
題
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
家
庭
の
パ
ソ
コ
ン
で
居
な
が

ら
に
し
て
大
量
の
情
報
が
入
手
で
き
、
携

帯
端
末
︵
電
話
も
含
む
︶
の
進
化
に
よ
り
、

個
と
手
の
中
に
進
入
し
て
き
て
い
る
デ
ジ

タ
ル
情
報
へ
の
対
応
は
、
現
状
で
は
全
く

の
﹁
手
付
か
ず
﹂
と
言
い
切
っ
て
も
よ
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、

各
図
書
館
が
開
設
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
も
う
め
ず
ら
し
く
な
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
﹁
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

三
．
〇
﹂
と
で
も
呼
ぶ
よ
う
な
進
化
が
求
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平
成
二
十
年
度
京
図
連
協
定
期
総
会

が
、
平
成
二
十
年
四
月
二
十
五
日
︵
金
︶

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
、
府
立
図
書
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
行
事
と
し
て
、
仁
科
晴
夫
会
長
の

あ
い
さ
つ
、
金
箱
秀
俊
国
立
国
会
図
書
館

関
西
館
次
長
、
水
江
尚
利
京
都
府
教
育
庁

指
導
部
社
会
教
育
課
長
の
来
賓
あ
い
さ

つ
、
松
田
定
京
都
府
立
図
書
館
長
の
歓
迎

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
二
十
・
二
十
一
年
度
の

理
事
紹
介
及
び
事
務
局
紹
介
が
あ
り
、
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

総
会
の
後
に
は
、
図
書
館
業
務
に
永
年
勤

続
し
、
そ
の
功
績
を
認
め
ら
れ
た
七
名
の

方
及
び
東
京
都
北
区
主
催
の
第
六
回
北
区

内
田
康
夫
ミ
ス
テ
リ
ー
文
学
賞
大
賞
受
賞

の
山
木
美
里
様
の
表
彰
、
並
び
に
、﹁
﹃
小

中
学
校
図
書
館
と
の
連
携
﹄
～
斐
川
町
立

図
書
館
の
六
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
～
﹂
を
テ
ー
マ
に
、
福
岡
県
宮
若
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
︵
元
斐
川
町
立
図

書
館
長
︶
白
根
一
夫
氏
と
島
根
県
斐
川
町

立
図
書
館
副
主
任
︵
司
書
︶
学
校
図
書
館

支
援
担
当
奥
野
吉
宏
氏
か
ら
御
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。︵
詳
細
は
、
次
ペ
ー
ジ
︶

◇ 

総
会
議
事

　
総
会
は
、
奥
西
安
己
京
田
辺
市
立
中

央
図
書
館
長
を
議
長
に
選
出
し
、
加
盟
館

四
十
九
館
中
、
出
席
二
十
二
館
・
委
任
状

二
十
四
館
・
欠
席
三
館
に
よ
り
、
総
会
が

成
立
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
議

事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
務
局
か
ら
、
平
成
十
九
年
度
会
務
及

び
決
算
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
監
事
の

五
十
嵐
幸
夫
京
都
市
西
京
図
書
館
長
か
ら

監
査
報
告
を
い
た
だ
き
、
会
務
報
告
・
決

算
報
告
と
も
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
二
十
年
度
事
業
計

画
︵
案
︶
及
び
予
算
︵
案
︶
が
提
案
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
後
、
協
議
と
採
決

が
行
わ
れ
、
全
議
案
の
承
認
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
﨑
健
藏
京
都
市
北
図
書
館

長
、
小
山
豊
嗣
久
御
山
町
立
図
書
館
長
を

監
事
と
す
る
こ
と
、
中
西
進
京
都
市
中
央

図
書
館
長
、
井
口
和
起
京
都
府
立
総
合
資

料
館
長
、
松
田
定
京
都
府
立
図
書
館
長
を

顧
問
と
す
る
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ

れ
、
総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

◇ 

会
務
報
告
・
決
算
報
告

　
会
務
報
告
で
は
、
京
都
市
図
書
館
に
お

け
る
携
帯
電
話
に
よ
る
予
約
サ
ー
ビ
ス
の

開
始
、K

-L
ibn
et

の
横
断
検
索
館
の
増
加

な
ど
図
書
館
の
動
向
や
相
互
協
力
の
増
加

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
各
専
門
委
員
会
の
活
動
と
し

て
、
研
修
研
究
委
員
会
の
三
回
の
実
務
研

修
会
に
つ
い
て
、
相
互
協
力
委
員
会
の
相

互
協
力
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て
、
広
報

委
員
会
の
三
回
の
会
報
発
行
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
事
業
と
し
て
、
読
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
支
援
事
業
の
主
催
事

業
及
び
共
催
事
業
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
決
算
報
告
で
は
、
各
専
門
委
員
会
委
員

へ
の
旅
費
の
支
出
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◇
事
業
計
画
・
予
算
（
案
）

　
事
業
計
画
で
は
、K

-L
ibn
et

を
利
用
し

た
相
互
貸
借
の
円
滑
な
運
営
と
大
学
図
書

館
等
と
の
連
携
に
向
け
努
力
す
る
こ
と
、

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
支
援
事
業
の
委

託
に
よ
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
進
め
る

こ
と
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
で

は
、
研
修
研
究
事
業
費
の
増
額
な
ど
の
提

案
が
さ
れ
ま
し
た
。

◇
表
彰
者
一
覧
（
敬
称
略
）

丸
尾
　
泰
代
︵
京
都
市
右
京
中
央
図
書
館
︶

杉
丸
あ
ゆ
み
︵
京
都
市
岩
倉
図
書
館
︶

山
﨑
　
　
曉
︵
京
都
市
山
科
図
書
館
︶

山
内
　
　
卓
︵
京
都
市
久
我
の
も
り
図
書
館
︶

福
本
美
樹
子
︵
宇
治
市
東
宇
治
図
書
館
︶

澤
村
　
久
恵
︵
京
都
府
立
図
書
館
︶

北
岡
　
伸
也
︵
京
都
府
立
図
書
館
︶

山
木
　
美
里
︵
城
陽
市
立
図
書
館
︶

　
受
彰
者
の
皆
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

「
小
中
学
校
図
書
館
と
の
連
携
」

　
～
斐
川
町
立
図
書
館
の

　
　
　
六
年
間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
～

福
岡
県
宮
若
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
︵
元
斐
川
町
立
図
書
館
長
︶
　
白
根
　
一
夫

島
根
県
斐
川
町
立
図
書
館
副
主
任
︵
司
書
︶

　
　  

学
校
図
書
館
支
援
担
当
　
奥
野
　
吉
宏

　
斐
川
町
に
は
平
成
十
二
年
に
着
任
し
、

教
育
委
員
会
の
図
書
館
準
備
室
に
お
い
て
、

三
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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最
初
一
年
間
で
建
設
基
本
計
画
を
作
る
こ

と
に
取
り
組
み
ま
し
て
、
町
民
、
図
書
館

関
係
者
及
び
一
般
公
募
も
含
め
十
人
以
上

の
方
で
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
基
本
計
画
を
検
討
す
る
と
き
に
、
学
校

の
図
書
館
と
の
連
携
や
学
校
図
書
館
を

も
っ
と
充
実
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
が
あ
り
、
図
書
館
準
備
室
と
し
て

も
、
一
つ
の
大
き
な
柱
と
考
え
て
い
ま
し

た
の
で
、
学
校
図
書
館
と
の
連
携
を
検
討

し
ま
し
た
。

　
斐
川
町
は
、
教
育
委
員
会
全
体
が
ワ
ン

フ
ロ
ア
で
し
た
の
で
、
学
校
教
育
課
員
や

課
長
と
も
、
毎
日
同
じ
フ
ロ
ア
で
仕
事
を

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

校
長
会
と
か
教
育
委
員
会
に
も
出
席
を
し

て
お
り
ま
し
て
、
学
校
図
書
館
と
の
連
携

を
進
め
て
い
く
上
で
は
、
大
変
い
い
環
境

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
検
討
委
員
会
の
中
で
、

学
校
図
書
館
を
考
え
る
会
・
近
畿
の
代
表

の
北
村
幸
子
さ
ん
に
講
演
を
し
て
い
た
だ

い
た
の
を
手
が
か
り
に
、
基
本
計
画
の
中

に
学
校
図
書
館
と
の
連
携
を
あ
げ
、
﹁
学

校
司
書
の
配
置
に
向
け
て
検
討
す
べ
き
で

あ
る
。
﹂
と
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　
学
校
の
図
書
館
で
各
種
会
議
が
開
か
れ

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
学
校
図
書
館

そ
の
も
の
を
、
調
べ
学
習
を
す
る
、
子
ど

も
た
ち
同
士
が
お
話
し
で
き
る
、
学
校
司

書
や
先
生
方
と
協
力
し
て
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
め
る
と
こ
ろ
に
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
て
、
平
成
十
四
、十
五
年
に
図

書
館
準
備
室
の
臨
時
職
員
を
増
員
す
る
か

た
ち
で
学
校
司
書
を
モ
デ
ル
校
二
校
に
配

置
し
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く

学
校
図
書
館
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
学
校
現
場
の
要
望
よ
り
も
、
図
書
館
が

先
行
し
て
実
現
し
ま
し
た
。
実
際
に
学
校

図
書
館
の
現
実
を
見
ら
れ
る
と
、
今
度
は

他
の
学
校
の
先
生
方
か
ら
、
自
分
の
学
校

に
も
派
遣
を
し
て
く
れ
と
い
う
よ
う
な
声

が
出
て
、
文
科
省
の
委
嘱
事
業
を
活
用
し

な
が
ら
、
全
校
に
学
校
司
書
の
配
置
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
、
小
中
学
校
六
校

で
、
年
間
六
万
冊
以
上
の
貸
出
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
斐
川
町
の
取
り
組
み
が
ベ
ス
ト
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
一
つ
の
例
と
し
て
、

み
な
さ
ま
の
参
考
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
か
わ
り
ま
し
て
、
斐
川
町
立

図
書
館
の
奥
野
が
お
話
し
ま
す
。

　
島
根
県
簸
川
郡
斐
川
町
は
、
人
口

二
万
八
千
人
余
り
の
散
居
村
で
、
家
が
点

在
し
て
お
り
ま
す
。

　
斐
川
町
立
図
書
館
は
、
平
成
十
五
年
十

月
に
開
館
し
て
、
こ
の
秋
に
五
周
年
に
な

り
ま
す
。
蔵
書
冊
数
は
約
十
四
万
五
千
冊
、

常
勤
職
員
数
は
、
正
規
職
員
五
名
︵
う
ち
司

書
有
資
格
者
三
名
︶、
臨
時
職
員
六
名
︵
全

員
司
書
有
資
格
者
︶
の
計
十
一
名
で
す
。

　
学
校
は
町
内
に
小
学
校
が
四
校
、
中
学

校
が
二
校
あ
り
、
全
校
で
司
書
教
諭
の
発

令
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
の
学
校
図
書
館
の
支
援
体
制
で

す
が
、
一
点
目
は
、
三
名
の
臨
時
職
員
を

学
校
司
書
と
し
て
週
四
日
、
三
校
に
派
遣

し
て
い
ま
し
た
。
派
遣
方
式
を
取
る
こ
と

に
よ
り
、
学
校
に
学
校
司
書
の
必
要
性
を

認
知
し
て
も
ら
え
た
、
学
校
司
書
の
支

援
・
相
談
窓
口
が
明
確
化
が
図
れ
た
、
ノ

ウ
ハ
ウ
の
共
有
化
が
図
れ
た
と
い
う
点
で

効
果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
二
点
目
は
、
調
べ
学
習
支
援
と
し
て
、

学
校
図
書
館
ス
ト
ッ
ク
資
料
を

別
に
置
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
の
運
搬
は
、
必
要
な

と
き
に
図
書
館
が
学
校
を
巡
回

し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
三
点
目
は
、
読
書
活
動
へ
の

支
援
と
し
て
、
図
書
館
職
員
が

各
学
校
、
各
教
室
ま
で
出
か
け

て
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
な
ど
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　
四
点
目
は
、
町
立
図
書
館
と

学
校
図
書
館
の
シ
ス
テ
ム
を
一

体
管
理
し
て
い
ま
す
。
学
校
図

書
館
用
の
サ
ー
バ
も
町
立
図
書

館
に
置
き
、
役
場
の
専
用
線
を

通
じ
て
、
貸
出
返
却
等
の
処
理

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、W

E
B
-

O
P
A
C

で
は
、
町
立
・
学
校
両

方
の
資
料
を
検
索
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
学
校
図

書
館
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
は
、
町
立
図
書
館

へ
予
約
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
依
頼
も
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
町
立
図
書
館
で
は
、
学
校
図
書

館
の
図
書
費
の
管
理
、
環
境
整
備
な
ど
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
よ

り
、
学
校
司
書
の
配
置
が
な
く
な
り
、
支

援
担
当
が
学
校
図
書
館
を
巡
回
し
て
い
ま

す
が
、
学
校
司
書
の
復
活
な
ど
を
今
後
の

課
題
と
し
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
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京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
は
京
都

府
教
育
委
員
会
か
ら
委
託
を
受
け
、
平
成

二
十
年
度
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
支
援

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
府
内
に
お
け
る
子
ど
も

の
読
書
活
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た

め
、
学
校
や
図
書
館
等
で
活
躍
す
る
読
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
の
開
催
及
び
修
了
者
に
対
す
る
府
や
市

町
村
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
の
紹
介

で
す
。

　
実
施
は
、
京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議

会
が
主
催
す
る
ほ
か
、
市
町
村
立
図
書
館

等
と
共
催
で
実
施
を
し
ま
す
。

　
主
催
事
業
に
つ
い
て
は
、
共
催
事
業
に

お
け
る
養
成
講
座
の
開
催
地
域
を
考
慮

し
、
南
部
地
域
で
の
開
催
に
向
け
て
、
現

在
、
研
修
研
究
委
員
会
に
お
い
て
、
講
座

内
容
の
検
討
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
町
村
図
書
館
等
と
の
共
催
事

業
に
つ
い
て
は
、
四
月
中
旬
に
京
都
府
図

書
館
等
連
絡
協
議
会
加
盟
館
あ
て
に
要
項

等
の
通
知
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
九
館
か
ら

申
請
が
あ
り
、
六
月
上
旬
に
以
下
の
九
市

町
図
書
館
等
と
の
共
催
を
決
定
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
講
座
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
市

町
図
書
館
等
が
主
催
し
て
こ
ら
れ
た
事
業

の
充
実
を
図
っ
た
講
座
や
、
新
規
に
取
組

を
さ
れ
る
講
座
が
あ
り
ま
す
。
内
容
は
、

ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
の
養
成
や
実
技
を
取

り
入
れ
た
講
座
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
た

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

★
共
催
実
施
市
町
村
立
図
書
館

宇
治
市
中
央
図
書
館

八
幡
市
立
八
幡
市
民
図
書
館

木
津
川
市
立
中
央
図
書
館

久
御
山
町
立
図
書
館

精
華
町
立
図
書
館

南
丹
市
立
中
央
図
書
館

綾
部
市
図
書
館

福
知
山
市
立
図
書
館
中
央
館

与
謝
野
町
立
図
書

★
過
去
最
大
の
来
館
者
数
・
貸
出
冊
数

　
地
下
鉄
東
西
線
﹁
太
秦
天
神
川
﹂
駅
か

ら
す
ぐ
の
右
京
区
の
複
合
施
設
﹁
サ
ン
サ

右
京
﹂
の
三
階
に
京
都
市
右
京
中
央
図
書

館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、
約
三
千
八
百
人
の
来
館
者

が
あ
り
、
約
七
千
四
百
冊
の
貸
出
が
あ
り

ま
し
た
。
連
日
、
三
千
人
余
り
の
方
が
本

の
貸
出
は
も
と
よ
り
、
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
の
視
聴
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
を
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。

　
建
設
に
当
た
っ
て
は
市
民
の
意
見
を
ふ

ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
、
京
都
市
図
書
館
で

は
最
大
の
床
面
積
で
蔵
書
数
は
十
七
万
点

︵
計
画
蔵
書
数
は
三
十
万
点
︶
。

★
京
都
市
図
書
館
で
初
め
て
！

京
都
市
図
書
館
初
の
も
の
と
し
て
は
、

﹁
Ｉ
Ｃ
タ
グ
﹂
を
全
蔵
書
に
装
備
し
、
十

冊
の
本
が
瞬
時
に
処
理
で
き
、
待
ち
時
間

の
短
縮
等
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
・
調

査
な
ど
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
専

門
に
行
う
﹁
参
考
調
査
係
﹂
の
設
置
や
、

利
用
者
が
セ
ル
フ
操
作
で
貸
出
し
の
手
続

き
が
行
え
る
﹁
自
動
貸
出
機
﹂
、
京
都
に

関
す
る
資
料
を
集
中
的
に
集
め
た
﹁
京
都

大
百
科
事
典
ゾ
ー
ン
﹂
、
パ
ソ
コ
ン
三
十

台
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
十
二
台
、
映
像

配
信
専
用
ブ
ー
ス
八
席
が
集
ま
る
﹁
電

子
メ
デ
ィ
ア
ゾ
ー
ン
﹂
、
中
高
生
に
人
気

の
資
料
を
揃
え
た
﹁
テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー

ナ
ー
﹂
な
ど
で
す
。

　
京
都
市
右
京
中
央
図
書
館
は
、
Ｉ
Ｔ
化

時
代
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
と
﹁
京
都
大

百
科
事
典
的
図
書
館
機
能
﹂
を
備
え
た

﹃
新
た
な
図
書
館
づ
く
り
﹄
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
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★
平
成
二
十
・
二
十
一
年
度

　
　
　
　
　
京
図
連
協
役
員
体
制
★

会
　
長

仁
科
　
晴
夫
︵
八
幡
市
立
八
幡
市
民
図
書
館
︶

副
会
長

井
上
　
吉
信
︵
福
知
山
市
立
図
書
館
中
央
館
︶

理
　
事

伊
藤
　
　
勉
︵
宇
治
市
中
央
図
書
館
︶

田
中
　
元
美
︵
京
都
府
立
図
書
館
︶

佛
円
清
太
郎
︵
京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館
︶

梅
原
　
　
武
︵
京
都
市
南
図
書
館
︶

矢
崎
久
美
子
︵
向
日
市
立
図
書
館
︶

阪
口
　
　
守
︵
木
津
川
市
立
中
央
図
書
館
︶

粟
路
　
静
夫
︵
南
丹
市
立
中
央
図
書
館
︶

塩
見
　
　
裕
︵
与
謝
野
町
立
図
書
館
︶

松
岡
　
豊
美
︵
京
丹
後
市
立
図
書
館
︶

監
　
事

山
﨑
　
健
藏
︵
京
都
市
北
図
書
館
︶

小
山
　
豊
嗣
︵
久
御
山
町
立
図
書
館
︶

顧
　
問

中
西
　
　
進
︵
京
都
市
中
央
図
書
館
︶

井
口
　
和
起
︵
京
都
府
立
総
合
資
料
館
︶

松
田
　
　
定
︵
京
都
府
立
図
書
館
︶

事
務
局
︵
京
都
府
立
図
書
館
︶

森
永
　
健
三
︵
事
務
局
長
︶

氏
松
　
昌
平
︵
事
務
局
員
︶

藤
本
　
裕
行
︵
事
務
局
員
︶

是
住
久
美
子
︵
事
務
局
員
︶

★
平
成
二
十
・
二
十
一
年
度

　
　
　
　
専
門
委
員
会
委
員
一
覧
★

◎
研
修
研
究
委
員
会

委
員
長

伊
藤
　
　
勉
︵
宇
治
市
中
央
図
書
館
︶

委
　
員

齋
藤
　
隆
司
︵
長
岡
京
市
立
図
書
館
︶

山
本
　
陽
子
︵
宇
治
市
中
央
図
書
館
︶

新
築
　
　
猛
︵
久
御
山
町
立
図
書
館
︶

尾
崎
　
睦
美
︵
京
田
辺
市
立
中
央
図
書
館
︶

畑
本
　
晶
子
︵
木
津
川
市
立
中
央
図
書
館
︶

岸
田
　
敦
子
︵
亀
岡
市
立
図
書
館
︶

西
躰
　
朋
子
︵
舞
鶴
市
立
東
図
書
館
︶

岡
本
　
知
子
︵
宮
津
市
立
図
書
館
︶

藤
原
恵
美
子
︵
京
丹
後
市
立
峰
山
図
書
館
︶

長
尾
　
　
浩
︵
京
都
市
左
京
図
書
館
︶

小
西
　
理
恵
︵
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

　
　
　
　
　
　
　
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
︶

藤
原
　
直
幸
︵
京
都
府
立
総
合
資
料
館
︶

植
本
　
和
秀
︵
京
都
府
立
図
書
館
︶

◎
相
互
協
力
委
員
会

委
員
長

田
中
　
元
美
︵
京
都
府
立
図
書
館
︶

委
　
員

芦
田
　
穂
子
︵
向
日
市
立
図
書
館
︶

山
中
真
理
子
︵
城
陽
市
立
図
書
館
︶

鈴
木
　
琢
也
︵
宇
治
田
原
町
立
図
書
館
︶

松
井
　
順
香
︵
精
華
町
立
図
書
館
︶

前
原
　
英
子
︵
南
丹
市
立
中
央
図
書
館
︶

生
駒
　
彩
子
︵
綾
部
市
図
書
館
︶

河
田
美
奈
子
︵
舞
鶴
市
立
西
図
書
館
︶

瀬
戸
真
由
美
︵
与
謝
野
町
立
図
書
館
︶

藤
原
恵
美
子
︵
京
丹
後
市
立
峰
山
図
書
館
︶

小
枝
　
倫
子
︵
京
都
市
中
央
図
書
館
︶

合
田
　
　
淳
︵
京
都
府
立
総
合
資
料
館
︶

足
立
　
良
子
︵
京
都
府
立
図
書
館
︶

◎
広
報
委
員
会

委
員
長

佛
円
清
太
郎
︵
京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館
︶

委
　
員

真
下
　
慶
子
︵
八
幡
市
立
八
幡
市
民
図
書
館
︶

小
谷
　
光
幸
︵
井
手
町
図
書
館
︶

木
ノ
下
典
子
︵
福
知
山
市
立
図
書
館
中
央
館
︶

林
川
　
明
子
︵
京
都
市
右
京
中
央
図
書
館
︶

伊
東
　
泰
子
︵
京
都
府
立
総
合
資
料
館
︶

岡
本
　
博
幸
︵
京
都
府
立
図
書
館
︶

新
任
図
書
館
（
施
設
）
長
紹
介

京
都
市
右
京
中
央
図
書
館
　
中
西
　
　
進

京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館
　
佛
円
清
太
郎

同
左
京
図
書
館
　
　
　
　
　
横
山
　
　
勝

同
岩
倉
図
書
館
　
　
　
　
　
仲
田
　
義
明

同
東
山
図
書
館
　
　
　
　
　
中
嶋
　
晴
彦

同
西
京
図
書
館
　
　
　
　
　
五
十
嵐
幸
夫

同
醍
醐
図
書
館
　
　
　
　
　
山
﨑
　
一
茂

同
久
我
の
も
り
図
書
館
　
　
長
谷
川
幸
治

向
日
市
立
図
書
館
　
　
　
　
矢
崎
久
美
子

大
山
崎
町
立
中
央
公
民
館
図
書
室
　
山
野
　
健
一

井
手
町
図
書
館
　
　
　
　
　
木
村
　
坂
次

宇
治
田
原
町
立
図
書
館
　
　
上
野
　
照
雄

木
津
川
市
立
中
央
図
書
館
　
阪
口
　
　
守

精
華
町
立
図
書
館
　
　
　
　
夘
滝
　
清
春

南
山
城
村
教
育
委
員
会
図
書
室
　
辰
巳
　
　
均

亀
岡
市
立
図
書
館
　
　
　
　
吉
田
　
光
弘

京
丹
波
町
中
央
公
民
館
図
書
室
　
野
間
　
広
和

宮
津
市
立
図
書
館
　
　
　
　
白
石
　
肇
子

京
都
府
立
総
合
資
料
館
　
　
井
口
　
和
起

期
　
日
　
九
月
十
八
日︵
木
︶～
十
九
日︵
金
︶

開
催
地
　
兵
庫
県

テ
ー
マ

　
﹃
は
ば
た
こ
う
未
来
の
図
書
館
へ

～
元
気
な
兵
庫
か
ら
の
発
信
～
﹄

＊
児
童
・
青
少
年
部
門

期
　
日
　
十
一
月
六
日︵
木
︶
～
七
日︵
金
︶

開
催
地
　
栃
木
県
宇
都
宮
市

テ
ー
マ

　
﹃
子
ど
も
た
ち
に
生
き
る
力
と
喜
び
を

～
読
書
で
拓
く
未
来
～
﹄

＊
サ
ー
ビ
ス
部
門

期
　
日
　
一
月
十
五
日(

木
︶～
十
六
日︵
金
︶

開
催
地
　
奈
良
県
奈
良
市

テ
ー
マ
　
未
定

＊
総
合
・
経
営
部
門

期
　
日
　
一
月
二
十
二
日︵
木
︶～
二
十
三
日︵
金
︶

開
催
地
　
愛
知
県
名
古
屋
市

テ
ー
マ
　
未
定

＊
近
公
図
研
究
集
会

期
　
日
　
未
定

開
催
地
　
未
定

テ
ー
マ
　
未
定



（6）

第
十
七
回
京
都
図
書
館
大
会

日
　
時
　
平
成
二
十
年
九
月
三
日
︵
水
︶

　
　
　
　
十
時
二
十
分
～
十
六
時
三
十
分

　
　
　
　
︵
受
付
十
時
︶

会
　
場
　
同
志
社
大
学

　
　
　
　
　
寒
梅
館
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

・
基
調
講
演
　

﹁
い
ま
図
書
館
に
求
め
ら
れ
る

　
　
　
　
　
新
た
な
ウ
ェ
ブ
活
用
戦
略
﹂

講
　
師

　
岡
本
　
　
真 

氏

︵A
CA
D
E
M
I C
 R
E
SO
U
R
C
E
 G
U
ID
E

編
集
長
︶

・
事
例
発
表

　
﹁
も
っ
と
図
書
館
を
活
用
し
て
も
ら
う

た
め
に
～
京
都
大
学
医
学
図
書
館
　

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
取
り
組
み
﹂

　 

京
都
大
学
医
学
図
書
館

　
山
本
　
奈
美 

氏

　
﹁
新
し
い
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
へ
の
取
り

組
み
﹂

　 

京
都
市
右
京
中
央
図
書
館
　
参
考
調
査
係
長

田
中
せ
つ
子 

氏

　
﹁
双
方
向
型
広
報
活
動

～
利
用
者
と
つ
く
る
学
校
図
書
館
﹂

　 

京
都
府
立
東
舞
鶴
高
等
学
校
　
学
校
図
書
館
司
書

高
井
　
　
睦 

氏

・
交
流
協
議

▼   

研
修
研
究
委
員
会   

▲

　
平
成
二
十
年
七
月
三
日
︵
木
︶
に
京
都

府
立
図
書
館
で
、
平
成
二
十
年
度
第
一
回

研
修
研
究
委
員
会
を
開
催
し
、
今
年
度
の

事
業
計
画
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
立
案

し
ま
し
た
。

☆
北
部
会
場
☆

平
成
二
十
年
十
月
も
し
く
は

平
成
二
十
一
年
三
月

場
所
　
み
や
づ
歴
史
の
館

内
容
　
魅
力
あ
る
空
間
づ
く
り

☆
中
部
会
場
☆

平
成
二
十
年
九
月
～
十
一
月

場
所
　
京
都
市
右
京
中
央
図
書
館

内
容
　
京
都
市
右
京
中
央
図
書
館
の
見
学

と
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て

☆
南
部
会
場
☆

　
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
支
援
事
業

︵
京
都
府
教
育
委
員
会
委
託
事
業
︶
と
し

て
、
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

平
成
二
十
年
十
二
月

場
所
　
長
岡
京
市
立
図
書
館

内
容
　
身
近
な
科
学
あ
そ
び

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
、
ご

案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼   

相
互
協
力
委
員
会   

▲

　
平
成
二
十
年
度
相
互
協
力
委
員
会
が
平

成
二
十
年
六
月
二
十
七
日
︵
金
︶
府
立
図

書
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
と
し
て
、
京
都
府
図
書
館
総

合
目
録
関
連
で
は
、
府
立
図
書
館
の
シ
ス

テ
ム
更
新
に
向
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
、
過
去
デ
ー
タ
削
除
等
の

改
善
に
つ
い
て
、
七
月
下
旬
に
実
施
予
定

で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
相
互
協
力
委
員
会
事
業
で
は
、
連
絡
協

力
車
巡
回
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
府
立
高
校

九
校
を
新
た
に
加
え
巡
回
を
行
っ
て
い
る

こ
と
、
十
九
年
度
相
互
貸
借
統
計
、
二
十

年
度
相
互
貸
借
貸
出
制
限
資
料
一
覧
、
職

員
研
修
等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ

れ
、
そ
の
他
、
相
互
貸
借
や
図
書
館
業
務

に
つ
い
て
情
報
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
会
議
と
し
て
は
、
拡
大
相
互

協
力
委
員
会
と
実
務
担
当
者
会
議
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
十
九
年
度
相
互
協
力
実
務

担
当
者
会
議
が
平
成
二
十
年
二
月
二
十
八

日
︵
木
︶
府
立
図
書
館
に
お
い
て
開
催
︵
出

席
者
三
十
九
名
︶
さ
れ
、
相
互
協
力
委
員

会
事
業
や
京
都
府
図
書
館
総
合
目
録
関
連

に
つ
い
て
説
明
、
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

▼   

広
報
委
員
会   

▲

　
平
成
二
十
年
度
第
一
回
広
報
委
員
会
を

六
月
六
日
︵
金
︶
に
府
立
図
書
館
で
開
催

し
、
今
年
度
の
発
行
計
画
と
会
報
第
七
十

六
号
の
編
集
等
を
協
議
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
発
行
は
年
三
回
と
し
、

・
第
七
十
六
号
　
八
月
十
五
日

・
第
七
十
七
号
　
十
一
月
十
五
日
︵
予
定
︶

・
第
七
十
八
号
　
三
月
十
五
日
︵
予
定
︶

と
決
定
し
ま
し
た
。

 

編
　
集
　
子
　
　

　
今
年
度
、
広
報
委
員
会
は

新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。

　
よ
り
一
層
充
実
し
た
紙
面
づ
く

り
に
委
員
全
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
各
図
書
館
で
は
利
用
促

進
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予

約
や
携
帯
電
話
に
よ
る
予
約
サ
ー

ビ
ス
な
ど
多
く
の
取
組
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
各
館

が
様
々
な
情
報
を
共
有
す
る
と
と

も
に
地
域
の
拠
点
と
し
て
情
報
発

信
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
会
報
が
そ

の
た
め
の
一
助
に
な
れ
ば
と
委
員

一
同
願
っ
て
お
り
ま
す
。




